




















要約:小児期からの成人病予防に関する調査・研究を、小児期のライフスタイルの形成過

程を主軸にそれと青年期の成人病に係るライフスタイルや成人期の成人病危険因子との関

連をコーホート研究法でスタートした。富山県の平成元年度生まれの小児約 1万人の追跡

集団にまず 3歳時点で生活習慣、食品摂取状況、成人病家族歴の調査を実施した。それら

の調査方法やその内容の妥当性の検討と、改訂を行った。加えて将来の児童・生徒期の対

策を想定してその予定校において健康教育や採血を含む健診を試行し今後の課題を検討し

た。教育委員会・医師会・市町村・保健所・県厚生部・労働基準局などとの連係による応

答率の高い調査の継続や対照をおいた対策の評価を展望した。


